
編集後記

技報発刊にあた って

阪神高速道路公団ては都市高速道路の叶画・建

設・管理の各部門において、 毎年、 設計・施―T.·

調査•実験・研究等で数多くの貴侑な成果をあけ

ており、 その一部は年次技術研究発表会や外部の

各学会、 専門雑誌等に発表されています。 これら

により職員は、 自分の向接担当する部門以外の内

容についてある程度知り得ることができますか、

その技術的成果を有効に利用しているかどうかは
疑問てあります。

公団ではさし％り簡便な方法で広く、 職員に成

果を知らしめる方法として、 年次技術研究発表会

があります。 しかしこれは紙面、 発表時間の制約

により1分に執筆の内容を理解するに至っていな
いように思われます。こうした問題を避けるため、

竹元理事か巻頭の言葉で述べておられますように、

特に重要なもの、技術レベルの高いものについて、

更に詳細に論じたものを印刷し、 公団内外に巾広

く配布するのか、 成果の有効利用ならびに対外的
技術p• Rの上で非常に有効であると考えますc

編集委員長 倉 橋 IJ喝彦

このような経緯から、 阪神高速道路管理技術セ

ンタ ー では'� センタ ー の技術能力向上の一環とし

て昭和54年11月に「阪神高速道路の建設・管理に

関する技術委員会」を設け、 公団発足当時からあ

る、 数多くの論文・報告の中から、 前記委員会の
委員およひ幹事諸氏の御尽力により審議していた
だいた13編の論文・報告をここに”技報，，として創
刊号を発刊することができました。 これはひとえ

に各委員・幹事の渚氏を始めとして、 多忙な勤務

の合間に 執筆していただいた方々の御協力による

ものでここに深く感謝の意を表わします。

今回、阪神高速逍路公団の ”技報，，創刊号かめて

た＜誕生できましたことは、 我々公団職員の大き

な喜ひであります。 この技報は公団技術職員に配

布すると共に、 管理技術センタ ー て外部に販売す

ることにしております。 今後、 技報は毎年1回発

刊いたしますのて、 皆様の御協力、 御鞭達によっ
て、 より良く発展させたいと思っております。
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